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1 THE SLOW FOOD／オニユズ	 	 THE SLOW LIFE ／ 深奥隆男さん
くしまをあそぼう／スポーツを楽しもう	 なるほど！医療講座／インフルエンザ
学校へ行こう／福島小学校	 	 交流員レポート／Happy New Year!

串間市の財政事情をお知らせします
◎Ｐ４−５　串間市財政事情第２特集

市長と議長、新年のごあいさつ
◎Ｐ２−３　あけましておめでとうございます第１特集

ベストを尽くせ！  さあ、スタートだ！！
12 月12日（日）に串間市総合運動公園で開催されたスポーツ少年団持久走大会・駅伝競走大会。
日ごろの練習で鍛えた成果を発揮すべく、選手たちは元気よくスタートを切っていました。



ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
仕
事
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶よ

ろ
こ

び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
尖
閣
諸
島
中
国
漁
船
衝
突

事
件
、
北
朝
鮮
の
韓
国
延
坪
島
（
ヨ
ン
ピ
ョ

ン
ド
）
の
砲
撃
な
ど
国
家
間
の
対
立
は
、
ア

ジ
ア
圏
域
に
緊
張
感
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

国
政
で
は
、
鳩
山
内
閣
に
続
き
菅
内
閣
が
発

足
し
ま
し
た
が
、
参
議
院
選
挙
に
て
野
党
が

圧
勝
、
３
年
ぶ
り
の
ね
じ
れ
国
会
と
な
り
混

迷
状
態
に
あ
り
ま
す
。
県
内
で
は
、
４
月
に

発
症
し
た
口
蹄
疫
の
感
染
拡
大
に
よ
り
約
29

万
頭
の
牛
・
豚
を
失
っ
た
こ
と
は
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。
原
因
究
明
と
今
後
の
対
策
を
望

み
ま
す
。
ま
た
、
東
国
原
前
知
事
の
勇
退
に

よ
り
新
知
事
が
誕
生
。
新
知
事
に
よ
る
県
勢

発
展
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

串
間
市
で
は
、
昨
年
７
月
に
第
16
代
市
長

と
し
て
野
辺
市
長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
串

間
市
は
人
口
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
行

し
て
お
り
、
経
済
、
雇
用
対
策
が
重
要
な
課

題
で
す
。
自
立
存
続
の
た
め
、
串
間
の
活
性

化
の
取
り
組
み
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
豪
雨

災
害
で
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
た
国
道
４
４

８
号
が
昨
年
末
に
通
行
可
能
と
な
っ
た
こ
と

は
本
市
の
観
光
振
興
お
よ
び
地
域
住
民
に

と
っ
て
も
大
変
朗
報
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
わ
が
串
間
出
身
の
千
葉
ロ
ッ
テ
マ

リ
ー
ン
ズ
西
村
徳
文
監
督
が
日
本
シ
リ
ー
ズ

で
見
事
優
勝
、
日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
串
間
の
誇
り
で
あ
り
、
市
民
に

と
っ
て
輝
か
し
い
こ
と
で
す
。
串
間
市
民
に

勇
気
と
元
気
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
西
村
監

督
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
本
年
も
厳
し
い
社
会
経
済
の
下
、

地
方
分
権
を
進
め
ら
れ
ま
す
が
、
自
ら
が
責

任
を
と
る
自
治
体
運
営
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

ま
さ
に
行
政
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
議
会
で
も
多
様
な
民
意
の
反
映
、
集

約
な
ど
の
役
割
、
ま
た
議
決
・
監
視
機
関
と

し
て
の
機
能
充
実
・
強
化
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
議
会
改
革
に
つ
い
て
も

協
議
・
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
６
月
定
例
会
よ
り
議
会
中
継
を
市
役
所

ロ
ビ
ー
で
開
始
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
支
所
や

市
民
病
院
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の

放
映
を
本
年
度
中
に
開
始
す
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。

本
年
は
、統
一
地
方
選
挙
の
年
で
す
。「
し

あ
わ
せ
で
、
住
み
よ
い
、
豊
か
な
串
間
の
創

造
」
に
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
誠

心
誠
意
、
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、
幸
多
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
希
望

に
満
ち
た
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。

わ
た
し
は
昨
年
７
月
の
市
長
選
挙
で
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
負
託
を
受
け
、
第
16
代
串
間

市
長
に
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、

串
間
市
の
将
来
に
向
け
て
、
力
の
及
ぶ
限
り

そ
の
職
責
を
全
う
す
る
決
意
で
す
。

さ
て
、昨
年
を
振
り
返
っ
て
、う
れ
し
か
っ

た
こ
と
と
、
心
を
痛
め
た
こ
と
を
一
つ
ず
つ

あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
西
村
徳
文
監
督
に
串

間
市
民
栄
誉
賞
を
贈
呈
し
た
こ
と
と
口
蹄
疫

問
題
で
し
た
。
西
村
監
督
率
い
る
千
葉
ロ
ッ

テ
マ
リ
ー
ン
ズ
は
、
日
本
シ
リ
ー
ズ
で
見
事

勝
利
し
、
串
間
市
民
に
大
き
な
勇
気
と
希
望

と
感
動
を
与
え
ま
し
た
。
応
援
を
通
し
て

市
民
の
心
が
一
つ
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
に

は
ひ
た
む
き
に
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
が

伝
わ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
口
蹄
疫
の
影

響
は
、
畜
産
業
は
も
と
よ
り
本
市
の
経
済
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
、
関
係

者
の
皆
さ
ま
の
ご
努
力
に
よ
り
、
ま
た
元
の

活
力
を
取
り
戻
す
よ
う
に
、
再
生
に
む
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
就
任
早
々
、

市
長
専
決
で
市
内
の
す
べ
て
の
畜
産
農
家
に
、

生
活
支
援
給
付
金
を
支
給
し
ま
し
た
。

西
村
監
督
へ
串
間
市
民
栄
誉
賞
を
贈
呈
し

た
こ
と
と
、
口
蹄
疫
問
題
で
生
活
支
援
給
付

金
を
支
給
し
た
こ
と
に
は
共
通
点
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
取
り
組
み
が
早
か
っ
た
と
い
う

点
で
す
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
処
し
ま

し
た
。
串
間
市
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い

と
き
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
組
織
の
意
志
決
定
速

度
を
上
げ
ら
れ
る
か
が
命
運
を
決
す
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
感
と
は
「
ど
の
く

ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
を
良
し
と
す
る
か
」
と
い

う
感
覚
の
こ
と
で
す
。
仕
事
を
完
成
さ
せ
る

の
に
１
カ
月
が
適
当
か
、
１
週
間
で
十
分
か
、

は
た
ま
た
３
日
も
あ
れ
ば
や
り
き
れ
る
と
感

じ
る
か
、
セ
ン
ス
が
問
わ
れ
る
わ
け
で
す
。

ま
た
市
長
選
挙
で
は
「
市
民
と
協
働
の
市

政
」
を
目
指
し
て
「
雇
用
」「
子
育
て
」「
市

民
協
働
」「
暮
ら
し
･
社
会
基
盤
」「
行
財
政

改
革
」
と
い
う
５
つ
の
約
束
を
お
示
し
し
ま

し
た
が
、
そ
の
中
に
原
子
力
発
電
所
設
置
に

つ
い
て
の
市
民
投
票
の
実
施
も
含
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
本
年
４
月
に
民
意
を
反
映

し
た
市
民
投
票
を
実
施
し
、
こ
の
問
題
の
是

非
を
問
う
も
の
で
、
串
間
市
の
将
来
を
見
据

え
た
市
民
の
皆
さ
ま
の
的
確
な
判
断
が
な
さ

れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
羅
針
盤
と

し
て
、
行
政
運
営
の
舵
を
取
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

新年のごあいさつ

議会
Assembly

行政
Administration

串
間
市
長野

辺
修
光

串
間
市
議
会
議
長

木
代
幸
一

平
成
二
十
三
年

串
間
の
発
展
の
た
め
、市
民
の
皆
さ
ま

と
と
も
に
、努
力
し
て
い
き
ま
す
。
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串
間
市
の
財
政
事
情
を

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
の
決
算
見

込
額
は
、
歳
入
総
額
１
１
、
２
９
３
、

２
２
９
千
円
（
対
前
年
度
比
５
・
８

％
増
）
に
対
し
、
歳
出
総
額
１
０
、

９
７
６
、
８
３
１
千
円
（
対
前
年
度

比
５
・
１
％
増
）
と
な
り
、
差
引
３

１
６
、
３
９
８
千
円
、
実
質
２
６
９
、

６
５
５
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
治
体
の
財
政
状
況
を

示
す
数
値
、
経
常
収
支
比
率
は
93
・

９
％
、
公
債
費
負
担
比
率
は 

18
・

４
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

予
算
の
効
率
的
な
執
行
に
努
め
、

国
の
地
域
活
性
化
・
交
付
金
な
ど
を

活
用
し
な
が
ら
、
安
心
安
全
な
市
道

整
備
事
業
、
小
・
中
学
校
施
設
地
震

対
策
事
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

歳 入
総額112億9,322万9千円

市税
16億2,594万4千円（14.4%）

地方交付税
51億427万円
（45.2％）

国庫支出金
18億2,039万円
（16.1％）

県支出金
7億 7,937万
4千円（6.9％）

その他
6億8,255万6千円（6.0％）

市債
6億7,505万8千円
（6.0％）

諸収入
3億419万4千円
（2.7％）

繰入金
3,297万8千円
（0.3％）

使用料及び手数料
1億4,307万3千円
（1.3％） 分担金及び負担金

1億2,539万2千円（1.1％）

私
た
ち
の
税
金
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
関
心
を
持
っ
て
、

よ
り
よ
い
串
間
市
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

科　目 内　容
（行政では）

内　容
（家庭では）

一人当たり
の支出額（円）

土
木
費

都市計画整備、道路、
橋りょう、河川、公園な
どの整備にかかる経費

家屋などの
増改築 32,272

教
育
費

小中学校など学校教育
やスポーツ施設、公民
館、図書館など社会教
育にかかる経費

塾の月謝、
習い事など
の経費

36,462

復
旧
費

災
　
害

災害により受けた被害
の復旧にかかる経費

台風などに
よる家屋な
どの補修費

1,943

公
債
費

市が借り入れた市債の
元金や利子の返済分

ローンの
返済 72,173

そ
の
他

議会運営にかかる経費
や、消防にかかる経費
など

その他 25,941

（支出総計 505,845 円）

●串間市の歳出（目的別）を家庭に置き換えてみると…

科　目 内　容
（行政では）

内　容
（家庭では）

一人当たり
の支出額（円）

総
務
費

庁舎、広報、徴税費、
戸籍・住民基本台帳
費、選挙などの経費

生活費 96,767

民
生
費

障がい者、高齢者、
児童、生活保護など
社会福祉の経費

老人ホーム・
保育園費 151,523

衛
生
費

市民の健康保持（健
診事業）など保健衛
生や、ごみ・し尿処理
などにかかる経費

医療費など 50,765

産
業
費

農
林
水

農業、林業、畜産業
などにかかる経費 その他 28,171

商
工
費

商業や工業、観光振
興などにかかる経費 その他 9,828

科　目 内　容（行政では） 内　容（家庭では）

市　　税 市民税・固定資産税・たばこ
税など

給　料

使用料及
び手数料

市営住宅や施設の使用料、戸
籍や諸証明などの手数料、ご
み処理などの手数料

地　　方
交 付 税

市の財政力に応じて国から交
付される税金

親の援助 自由に使えるお金

国　　庫
支 出 金

市が行う事務事業に対する国
からの負担金や補助金 使い道の決められた

お金
県支出金 市が行う事務事業に対する

県からの負担金や補助金

繰 入 金
減債基金などの基金からの
繰入金や介護保険特別会計
などからの繰入金

預金の取り崩しなど

諸 収 入 貸付金の元利収入など その他の収入

市　　債 大きな事業を行うときに借り
るお金 ローンの借り入れ

●串間市の歳入を家庭に置き換えてみると…

歳
入
と
歳
出
を
目
的
別
に

家
庭
に
置
き
換
え
て
み
る
と

■
平
成
21
年
度

決
算
概
要

地方自治法第243条の３第１項及び串間市「財

政事情」の作成及び公表に関する条例の規定

に基づき、平成21年度決算状況並びに平成22

年度上半期（平成22年４月１日〜９月30日）

の財政事情を次のとおり公表します。

お
知
ら
せ
し
ま
す

Statement  of  accounts information

商工費
2億1,325万6千円（1.9％）

土木費
7億29万6千円
（6.4％）

公債費
15億6,615万3千円
（14.3％）

災害復旧費
4,215万5千円
（0.4％）

教育費
7億9,122万
3千円（7.2％）

農林水産業費
6億1,130万6千円（5.6％）

歳 出
総額109億7,683万1千円

総務費
20億9,985万3千円（19.1%）

民生費
32億8,805万3千円
（29.9％）

衛生費
11億161万1千円（10.0％）

その他
5億6,292万5千円（5.2％）
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＊短歌、俳句の投稿は
■短歌  坂本不二子さん（☎72-4602）
■俳句  本田　幾男さん（☎72-5280）

うたごよみ

上
中
園
：
国　

府　

須
賀
子

上　

平
：
土　

居　

ス
ミ
子

下
中
園
：
森　

本　

リ　

ツ

有
明
一
区
：
長　

岡　

ア
イ
子

北　

方
：
野　

辺　

俊　

子

生
か
さ
れ
し
わ
が
行
く
末
や
初
茜

追
い
抜
い
て
車
道
舞
い
行
く
木
の
葉
か
な

乳
呑
み
児
を
囲
む
は
ら
か
ら
冬
座
敷

萌
え
出
づ
る
屋
根
の
輝
き
初
茜

冬
の
凪
空
に
鶏
鳴
ほ
と
ば
し
る

上　

町
：
又　

木　

順　

子

仲　

町
：
原　
　
　

里　

歌

春　

日
：
水　

元　

栄　

子

仲　

町
：
藤　

原　

淑　

子

上
小
路
：
本　

田　

ハ
ズ
エ

[

短 

歌]

串
間
短
歌
会
選

[

俳 

句]

あ
さ
ひ
俳
句
会
選

秋
風
の
身
に
し
み
る
こ
ろ
川
べ
り
の
ア
ワ
ダ
チ
草
も
色
褪
せ
て
き
ぬ

束
の
間
の
夕
焼
け
に
染
む
茜
雲
見
と
れ
て
い
る
と
日
の
暮
れ
に
け
り

行
く
秋
や
冬
の
構
へ
の
ビ
ニ
ー
ル
を
張
ら
れ
し
ハ
ウ
ス
に
月
影
淡
し

湯
の
里
に
和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
す
る
皺
も
ほ
こ
ろ
ぶ
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

育
ち
よ
き
つ
ま
み
菜
選
り
て
嫁
や
娘
に
た
ぶ
ん
朝
餉
の
汁
は
み
な
一
緒

平成22年度

上半期予算執行状況

■市有財産の現在高

■一般会計予算執行状況

（単位：千円）■特別会計
区　　　分 収入済額 支出済額

特 別 財 産 特 別 会 計 2,751 2,751
国民健康保険特別会計（事業勘定） 3,679,092 3,530,917
老 人 保 健 特 別 会 計 26,261 23,228
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 563,245 521,149
簡 易 水 道 特 別 会 計 227,140 226,316
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 30,977 30,642
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 169,990 168,928
漁 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 2,205 2,124
物 品 特 別 会 計 78,389 78,389

介 護 保 険
特 別 会 計

事 業 勘 定 2,248,133 2,196,295
サ ー ビ ス 事 業 勘 定 22,356 20,266

市 木 診 療 所 特 別 会 計 63,241 60,401
合　　計 7,113,780 6,861,406

■公営企業会計

【水道】
資本的収入額が資本的支出額に対して不足する
131,268,668 円については、当年度分消費税等資本
的収支調整額 22,361,590 円、減債積立金 17,779,413
円および過年度分損益勘定留保資金 91,127,665 円
で補てんしました。
【病院】
資本的収入額が資本的支出額に不足する額
68,781,444 円は、過年度分損益勘定留保資金
68,749,992 円および当年度分消費税及および地方消
費税資本的収支調整額 31,452 円で補てんした。

■市債の状況

■歳入歳出予算執行状況
区　　　分 予算現額（千円） 収入済額（千円） 収入率（％） 支出済額（千円） 執行率（％）

一 般 会 計 11,062,655 6,012,631 54.4 4,809,844 43.5

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国民健康保険
（事業勘定） 3,448,252 1,319,511 38.3 1,466,954 42.5

老 人 保 健 12,780 4,329 33.9 5 0
後期高齢者医療 625,393 315,121 50.4 219,391 35.1
簡 易 水 道 171,048 95,599 55.9 66,023 38.6
農業集落排水事業 31,669 22,560 71.2 14,337 45.3
公共下水道事業 127,833 56,474 44.2 47,627 37.3
漁業集落排水事業 2,743 2,002 73.0 1,495 54.5
物 品 118,830 69,321 58.3 28,203 23.7
介 護 保 険
（事業勘定） 2,303,397 1,174,639 51.0 970,205 42.1

介 護 保 険
（サービス事業勘定） 26,369 15,837 60.1 8,779 33.3

市 木 診 療 所 65,272 36,227 55.5 32,869 50.4
小 計 6,933,586 3,111,620 44.9 2,855,888 41.2

合　　　計 17,996,241 9,124,251 50.7 7,665,732 42.6

■公営企業会計（22 年度上半期） （単位：円）

平成21年度  決 算 状 況
（平成22年９月30日現在、平成21年度からの繰越事業を含む） ■一般会計性質別内訳

区　　分 構成比（％）支出済額（千円）区　　分

50.95,583,630義務的経費

38.94,274,760そ　の　他

10.21,118,441投資的経費

100.010,976,831

市民 1 人当り（円）支出済額 ( 千円） 構成比（％）
人 件 費 104,9612,277,660 20.7
扶 助 費 80,1761,739,817 15.8
公 債 費 72,1731,566,153 14.3
物 件 費 66,0651,433,615 13.1
補 助 費 等 45,480986,905 9.0
積 立 金 16,287353,422 3.2
繰 出 金 56,9571,235,965 11.3
投資・出資・貸付等 12,205264,853 2.4
普通建設事業費 50,5531,097,010 10.0
災害復旧・失業対策 98821,431 0.2

合　　　計 505,84510,976,831 100.0

歳
　
　
　
入

区　　　　分 予算現額（千円） 収入済額（千円） 収入率（％）
市 税 1,591,391 916,290 57.6
地 方 交 付 税 4,988,210 3,512,066 70.4
国 庫 支 出 金 1,448,686 665,758 46.0
県 支 出 金 997,303 213,017 21.4
繰 入 金 234,238 0 0.0
諸 収 入 235,618 15,181 6.4
市 債 774,497 0 0.0
そ の 他 792,712 690,319 87.1
合 計 11,062,655 6,012,631 54.4

歳
　
　
　
出

区　　　　分 予算現額（千円） 執行済額（千円） 執行率（％）
総 務 費 1,469,109 544,153 37.0
民 生 費 3,531,361 1,620,148 45.9
農 林 水 産 業 費 727,766 274,930 37.8
土 木 費 590,164 231,013 39.1
教 育 費 1,034,696 422,648 40.8
災 害 復 旧 費 217,716 18,229 8.4
公 債 費 1,471,299 719,585 48.9
そ の 他 2,020,544 979,138 48.5
合 計 11,062,655 4,809,844 43.5

分区 予算額 執行済額 執行率（％）

水
道
事
業

収
益
的

収 入 328,005,000 160,100,989 48.81
支 出 352,887,000 146,329,149 41.47

資
本
的

収 入 275,082,000 0 0.00
支 出 384,501,000 59,910,993 15.58

市
民
病
院

収
益
的

収 入 1,785,689,000 959,765,878 53.75
支 出 1,785,689,000 798,540,485 44.72

資
本
的

収 入 113,425,000 50,000,000 44.08
支 出 192,207,000 97,298,925 50.62

区　　　分 借入残高（千円） 構成比（％）
土 木 債 1,969,252 19.0
教 育 債 735,401 7.1
過 疎 債 2,719,091 26.2
農 林 水 産 業 債 499,913 4.8
災 害 復 旧 債 243,558 2.4
衛 生 債 425,179 4.1
公 営 住 宅 債 165,219 1.6
そ の 他 3,608,204 34.8
合 　 　 　 計 10,365,817 100.0

区　　　分 数量および金額
土 地 3,568,326.16 ㎡ 
建 物 139,336.75 ㎡
山 林 1,026.09ha
有 価 証 券 640 千円
出資による権利 85,018 千円
債 権 98,803 千円
物 権 50,985 千円
基 金 2,771,824 千円

分区 金　　額（円）

水
道
事
業

収
益
的

収入（税抜き） 318,531,400
支出（税抜き） 303,609,219

資
本
的

収入（税込み） 587,284,000
支出（税込み） 718,552,668

市
民
病
院

収
益
的

収入（税抜き） 1,668,565,203
支出（税抜き） 1,917,245,608

資
本
的

収入（税込み） 82,186,000
支出（税込み） 150,967,444
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THE SLOW LIFE

生活
の名人

THE SLOW FOOD

Camera

「
写
真
撮
影
が
趣
味
。
で
も
、
な
か
な
か

自
分
の
思
っ
た
よ
う
な
写
真
は
撮
れ

な
い
で
す
ね
」。
と
、
話
す
の
は
福
島
地
区
・
泉

町
で
美
容
室
を
経
営
す
る
深
奥
隆
男
さ
ん
。

　

隆
男
さ
ん
が
初
め
て
写
真
を
撮
っ
た
の
は
中
学

生
の
こ
ろ
。
友
だ
ち
に
借
り
た
カ
メ
ラ
で
風
景
や

人
物
な
ど
を
撮
影
。
自
分
が
撮
っ
た
も
の
が
、
写

真
と
な
っ
て
残
っ
て
い
く
こ
と
が
、
何
と
も
言
え

ず
楽
し
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

休
日
は
２
台
の
カ
メ
ラ
を
車
に
積
み
込
み
撮
影

に
出
か
け
ま
す
。
風
景
写
真
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ

ン
ス
を
逃
さ
ず
捉
え
る
こ
と
に
苦
心
。
刻
一
刻
と

表
情
を
変
え
る
風
景
は
、
二
度
と
同
じ
表
情
を
見

せ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
撮
影
時
は
、
他
の

人
と
は
少
し
角
度
を
変
え
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。「
ち
ょ
っ
と
し
た
角
度
で
、
光
の
具
合
も
変

わ
っ
て
く
る
」
の
で
す
。
撮
影
に
行
っ
た
先
で
出

会
っ
た
人
た
ち
と
の
会
話
も
楽
し
み
の
一
つ
。
人

物
を
撮
影
す
る
時
に
は
「
目
を
優
し
く
ね
」
と
声

を
か
け
ま
す
。「
そ
う
す
る
こ
と
で
、
人
物
の
表
情

が
出
て
く
る
」
と
隆
男
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
「
必
ず
し
も
き
れ
い
な
写
真
で
な
く
て
い
い
ん
で

す
。
自
分
で
納
得
し
て
、
い
い
な
と
思
え
る
写
真
、

気
持
ち
が
伝
わ
る
写
真
が
撮
り
た
い
ん
で
す
」。

　

そ
う
考
え
な
が
ら
、
隆
男
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
も

風
景
や
人
物
の
表
情
を
切
り
取
っ
て
い
き
ま
す
。

きれいな写真でなくてもいい。
自分が納得して、いいなと思える写真、
気持ちが伝わる写真を撮りたい。

愛用のデジタルカメラで撮影した写真をチェック中。

【
オ
ニ
ユ
ズ
】

た
と
こ
ろ
、
す
く
す
く
と
育
ち
今
で
は
背
丈
を
は

る
か
に
超
え
る
大
き
な
木
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。

　
「
や
っ
ぱ
り
同
じ
か
ん
き
つ
類
だ
っ
た
こ
と
が
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
い
う
洋
子
さ
ん
。
今
で

は
３
本
あ
る
木
す
べ
て
が
、
実
を
つ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
１
本
の
木
に
実
る
の
は
約
30
個
。

毎
年
１
０
０
個
近
く
の
収
穫
が
あ
り
ま
す
。

　

洋
子
さ
ん
の
お
勧
め
の
食
べ
方
は
、
甘
露
煮
で

す
。
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
甘
さ
を
楽
し
め
、
昔
を
思

い
出
さ
せ
て
く
れ
る
と
、
近
所
の
方
に
も
評
判
で

す
。
今
で
は
、
毎
年
甘
露
煮
を
食
べ
る
の
が
近
所

の
方
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

洋
子
さ
ん
は
「
毎
年
、
た
く
さ
ん
の
オ
ニ
ユ
ズ

が
で
き
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。
体
が
動
く
限
り

は
育
て
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

洋よ
う

子こ

さ
ん
の

大
好
き
な

あ
ま
り
の
大
き
さ
に
思
わ
ず
目
を
見
張
っ
て

し
ま
う
オ
ニ
ユ
ズ
。
北
方
地
区
・
小
城
久

保
に
お
住
ま
い
の
野
辺
洋
子
さ
ん
（
78
歳
）
は
、

自
宅
裏
の
畑
で
オ
ニ
ユ
ズ
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

オ
ニ
ユ
ズ
と
い
う
名
前
か
ら
ユ
ズ
の
仲
間
の
よ

う
に
感
じ
ま
す
が
、実
は
文
旦
（
ざ
ぼ
ん
）
の
仲
間
。

獅
子
ユ
ズ
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

洋
子
さ
ん
が
オ
ニ
ユ
ズ
を
作
り
始
め
た
の
は
10

年
ほ
ど
前
。
き
っ
か
け
は
夫
の
亭ひ

と
し

さ
ん
が
接
ぎ
木

用
の
枝
を
も
ら
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。

　

亭
さ
ん
の
趣
味
は
接
ぎ
木
。
そ
れ
ま
で
も
柿
や

キ
ウ
イ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
果
物
を
接
ぎ
木
で
育
て

て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
と
き
、
た
ま
た
ま
見

か
け
た
オ
ニ
ユ
ズ
に
驚
き
、
作
っ
て
み
た
い
と
思

い
枝
を
も
ら
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
洋
子
さ

ん
が
育
て
て
い
た
ミ
カ
ン
の
木
に
接
ぎ
木
し
て
み

◎材料
-----------------------------------------------
・オニユズ……………… ２分の１
・砂糖……………………… 500ｇ
・水…………………………… 適量

◎作り方
-----------------------------------------------
① �オニユズをよく洗い水気を切る。
② �半分に切り、皮ごと一口大の大
きさに切る。

③ �切ったオニユズを鍋に入れ、同
量の水をいれる。

④ �一煮立ちさせた後、砂糖を入
れ煮詰めていく。

オニユズの甘露煮
オニユズのさわやかな酸味と香り
を楽しめる甘露煮でいただきま
す。

地
産

地
消

名称／オニユズ
文旦の仲間。獅子ユズ、大ユズとも呼ばれ、３〜４
メートルほどの高さまで成長する。５月から６月ご
ろ、芳香のある白色の花を咲かせる。果実は直径
20センチ以上、重さは１kgほどになる。

[ Citrus maxima ]

深
ふ か

奥
お く

 隆
た か

男
お

さん／（75歳）

※普通サイズのユズと比べると
　その大きさが分かります。
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住
み
よ
い
自
治
会
目
指
し

事
例
発
表
会
・
研
修
会

　

11
月
21
日
、
串
間
市
自
治
会
連
合
会

（
村
上
正
勝
会
長
）
が
事
例
発
表
会
・
研

修
会
を
串
間
市
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
で
取
り
組
ん
だ

事
例
や
課
題
な
ど
を
参
考
に
す
る
こ
と

で
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
を
よ
り
暮
ら

し
や
す
く
し
て
い
こ
う
と
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
今
年
で
３
回
目
。
会
で
は
「
自

治
会
運
営
で
大
切
な
の
は
お
互
い
を
知
る

こ
と
。
そ
れ
を
目
的
に
子
ど
も
も
参
加
で

き
る
行
事
を
開
催
し
て
い
る
」
な
ど
の
事

例
や
「
世
代
間
で
縦
・
横
の
つ
な
が
り
を

築
く
こ
と
が
必
要
」
と
い
っ
た
意
見
が
発

表
さ
れ
、
参
加
し
た
自
治
会
役
員
な
ど
約

80
人
が
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

まちの話題

The topic of the town

こ
ど
も
ま
つ
り

親
子
で
楽
し
み
ま
し
た

　

11
月
21
日
、
串
間
市
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン

タ
ー
で
「
こ
ど
も
ま
つ
り
」
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
毎
年
リ
ズ
ム
体
験
会
や
子
育

て
講
演
会
を
実
施
し
て
い
る
親
子
リ
ズ
ム

子
育
て
の
会
（
児
玉
良
子
会
長
）
が
実
施

し
た
も
の
。
今
回
は
青
年
団
協
議
会
や
婦

人
団
体
連
絡
協
議
会
、
福
島
高
校
イ
ン

タ
ー
ア
ク
ト
部
な
ど
多
く
の
団
体
が
運
営

に
協
力
し
ま
し
た
。ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

全
館
に
設
け
ら
れ
た
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
参
加
し
た
た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
が
、

さ
か
な
つ
り
ゲ
ー
ム
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
ゲ
ー

ム
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
来
年
も
ま
た
開
催
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
浜
を
き
れ
い
に

市
木
浜
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

　

11
月
27
日
、
石
波
海
岸
を
き
れ
い
に
し

よ
う
と
、「
市
木
浜
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」

を
元
気
市
木
づ
く
り
推
進
協
議
会
（
川
﨑

永
伯
会
長
）
が
実
施
し
ま
し
た
。
午
前
9

時
か
ら
始
め
ら
れ
た
作
業
に
は
市
木
地
区

の
住
民
や
関
係
団
体
な
ど
か
ら
約
３
０
０

人
が
参
加
。
約
４
㎞
に
渡
る
石
波
海
岸
の

４
カ
所
に
分
か
れ
集
合
し
、
ご
み
袋
を
手

に
、
海
岸
に
流
れ
着
い
た
ご
み
や
流
木
な

ど
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

　

今
年
は
台
風
が
少
な
か
っ
た
こ
と
や
、

地
元
サ
ー
フ
ァ
ー
の
方
々
の
清
掃
活
動
も

あ
り
、
例
年
よ
り
ご
み
が
少
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
、
約
２
時
間
の
作
業
で
海
岸

は
き
れ
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

美
し
い
水
辺
環
境
を

み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う

　

11
月
27
日
、
ふ
る
さ
と
の
水
辺
環
境
を

守
る
会
（
村
上
正
勝
会
長
）
が
主
催
し
、

福
島
川
河
川
敷
と
桜
づ
つ
み
ロ
ー
ド
の
清

掃
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
学
校
や

経
済
団
体
な
ど
18
団
体
か
ら
約
２
０
０
人

が
参
加
し
、タ
バ
コ
の
吸
い
殻
や
空
き
缶
、

タ
イ
ヤ
や
鉄
板
な
ど
た
く
さ
ん
の
ご
み
を

回
収
し
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
量
は
２
ｔ
ト

ラ
ッ
ク
約
２
台
分
。
し
か
し
昨
年
と
比
べ

ご
み
の
量
は
減
っ
て
お
り
、
清
掃
の
効
果

が
少
し
ず
つ
出
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

作
業
終
了
後
に
村
上
会
長
が
「
今
後
も
清

掃
活
動
を
続
け
て
、
美
し
い
環
境
に
し
て

い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
活
動

の
継
続
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

年
末
年
始
の

事
件
・
事
故
防
止
を
図
る

　

年
末
年
始
に
向
け
て
、
飲
酒
運
転
の
撲

滅
・
交
通
事
故
の
防
止
・
防
犯
の
強
化
を

目
的
と
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い

る
串
間
警
察
署
で
は
、
12
月
８
日
、
年
末

警
戒
隊
の
出
発
式
が
あ
り
ま
し
た
。
署
員

や
交
通
安
全
協
会
関
係
者
な
ど
が
参
加
し

た
出
発
式
で
は
車
両
点
検
な
ど
の
後
、
廣

瀬
賢
三
署
長
が
「
年
末
年
始
は
人
の
往
来

も
多
く
な
り
事
故
が
心
配
さ
れ
、
ま
た
夜

間
の
侵
入
窃
盗
な
ど
の
犯
罪
も
懸
念
さ
れ

る
。
市
民
の
安
全
な
暮
ら
し
を
守
り
ま

し
ょ
う
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、

県
警
本
部
交
通
機
動
隊
の
白
バ
イ
の
先
導

に
よ
り
、
全
車
両
で
市
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル

に
向
か
い
ま
し
た
。

郷
土
の
詩
人
を
し
の
ん
で

神
戸
雄
一
詩
碑
祭

　

串
間
市
出
身
の
詩
人
・
神
戸
雄
一
氏
の

功
績
を
し
の
ぶ
第
27
回
神
戸
雄
一
詩
碑
祭

（
串
間
市
文
化
協
会
主
催
）
が
11
月
21
日
、

串
間
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
約
40
人
が

参
列
し
ま
し
た
。　

　

ま
ず
、
参
加
者
全
員
が
会
館
の
敷
地
内

に
あ
る
詩
碑
に
献
花
。
そ
の
後
、
市
内
の

小
・
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
詩
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー

ル
に
は
３
０
２
編
の
応
募
作
が
あ
り
11
編

が
入
賞
。
表
彰
式
で
は
、
入
賞
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
作
品
を
朗
読
し
ま
し
た
。
最
後
に

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
串
間
白
ば
ら
コ
ー

ル
が
神
戸
氏
の
代
表
作
「
鶴
」
な
ど
を
歌

い
、
神
戸
氏
を
し
の
び
ま
し
た
。

楽
し
く
学
ん
で

土
木
工
事
の
大
切
さ
実
感

　

毎
年
11
月
18
日
は
「
土
木
の
日
」
で
す
。

今
年
も
「
土
木
の
日
」
の
関
連
行
事
と
し

て
11
月
24
日
、
本
城
小
学
校
で
５
・
６
年

生
を
対
象
と
し
た
出
前
講
座
と
ふ
れ
あ
い

体
験
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
前
講
座
で
は
串
間
土
木
事
務
所
の
職

員
か
ら
土
木
工
事
の
内
容
や
そ
の
役
割
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
児
童
た
ち
は
そ
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
前
日
よ

り
串
間
市
建
設
業
協
会（
谷
口
光
秀
会
長
・

36
社
）
の
会
員
が
舗
装
し
て
い
た
校
庭
内

の
ス
ロ
ー
プ
側
面
に
芝
を
張
る
作
業
も
体

験
し
ま
し
た
。
こ
の
ス
ロ
ー
プ
は
児
童
た

ち
や
学
校
関
係
者
か
ら
も
、
た
い
へ
ん
喜

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
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代表の金川敏洋さん

を
受
け
た
こ
と
。
そ
こ
で
金
川
代
表

は
地
域
の
た
め
に
少
し
で
も
力
に
な

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
と
い
う
思
い
で

引
き
受
け
た
の
で
す
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
設
立
準
備
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教

室
な
ど
を
開
催
し
な
が
ら
市
民
へ
の

周
知
を
図
っ
て
お
り
、
平
成
23
年
度

か
ら
本
格
的
な
活
動
を
始
め
ま
す
。

こ
の
ク
ラ
ブ
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け

　　　　　　　　　　　　　　　
◎スポーツを楽しもう

あ
そ
ぼ
う
。

　

　
　
　
　

�

くしまを

カ
ー
協
会
の
理
事
の
方
か
ら
紹
介
さ

れ
た
宮
崎
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
セ
ン

タ
ー
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設

立
に
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
の
相
談

　

皆
さ
ん
は
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

国
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
で

は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
実
現
の
た
め
、

地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
方

策
と
し
て
す
べ
て
の
市
町
村
で
の
総

合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
を
最
重

点
施
策
と
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、

い
ろ
い
ろ
な
種
目
が
あ
り
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
だ
れ
も
が
そ

れ
ぞ
れ
の
興
味
、
体
力
、
技
術
に
応

じ
て
気
軽
に
参
加
で
き
る
と
い
う
特

徴
を
持
ち
、
地
域
住
民
に
よ
り
自
主

的
に
運
営
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
で
す
。
あ

ま
り
ス
ポ
ー
ツ
の
経
験
が
な
い
方
で

も
、
体
力
づ
く
り
ま
た
は
健
康
づ
く

り
の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
み
よ

う
と
い
う
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
現
在
串
間
市
に
お
い
て
、

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設

立
準
備
を
進
め
て
い
る「
串
間
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
（
仮
称
）」
の
代
表
、
金
川

敏
洋
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

金
川
代
表
が
ク
ラ
ブ
設
立
を
始
め

た
き
っ
か
け
は
、
串
間
市
サ
ッ
カ
ー

協
会
の
役
員
の
活
動
を
通
じ
て
日
ご

ろ
か
ら
親
交
の
あ
る
宮
崎
県
サ
ッ

に
、
も
っ
と
専
門
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に

取
り
組
み
た
い
と
希
望
す
る
場
合
に

は
、
専
門
の
団
体
を
紹
介
す
る
な
ど

の
連
携
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

金
川
代
表
は
、「
年
齢
や
経
験
に

関
係
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
楽

し
く
交
流
で
き
る
ク
ラ
ブ
を
目
指
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他

の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
皆
さ
ん
と
協
力

し
て
、
串
間
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
発

展
・
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
」
と
目
標
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

適
度
な
運
動
は
健
康
な
生
活
を
送

る
上
で
大
切
で
す
。
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ

を
経
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

平
成
23
年
度
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
予
定
）

▼
キ
ッ
ズ
・
サ
ッ
カ
ー
▼
ジ
ュ
ニ
ア

ユ
ー
ス
・
サ
ッ
カ
ー
▼
合
同
サ
ッ

カ
ー
▼
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
▼
コ

ア
リ
ズ
ム
体
操

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
事
務
局
☎
72
︱
０
０
４
０

いろいろなスポーツを体験してみよう

毎週火曜日、みんなでキッズ・サッカーを楽しんでいます！

市 政 ニ ュ ー ス
　

平
成
23
年
度
串
間
市
臨
時
職
員
の

登
録
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。
串

間
市
役
所
の
本
庁
、
ま
た
は
出
先
機

関
な
ど
で
、
事
務
補
助
ま
た
は
そ
の

ほ
か
の
業
務
の
臨
時
職
員
と
し
て
勤

務
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
方
に
、
事

前
に
登
録
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

あ
な
た
の
力
を
串
間
市
の
た
め
に
生

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
登
録
期
間

　

�

年
度
ご
と
に
登
録
し
て
い
た
だ
き

ま
す
（
年
度
間
有
効
）。

●
採
用
方
法

①�

必
要
に
応
じ
て
登
録
さ
れ
た
方
に

連
絡
の
上
、
面
接
ま
た
は
書
類
に

よ
る
選
考
を
実
施
し
、
採
用
す
る

か
否
か
決
定
し
ま
す
。

②�

採
用
は
不
定
期
で
あ
り
、
す
ぐ
に

採
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
ほ
か
、

登
録
さ
れ
て
も
必
ず
採
用
さ
れ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

③�

採
用
は
選
考
に
よ
る
も
の
で
、
登

録
時
の
順
番
に
よ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●
勤
務
条
件

①�

勤
務
場
所
＝
本
庁
ま
た
は
出
先
機

関
②�

任
期
＝
６
カ
月
以
内
（
１
回
の
み

更
新
可
能
で
、
年
間
12
カ
月
を
限

度
）

③�

勤
務
時
間
＝
正
職
員
と
同
じ
（
原

則
と
し
て
月
〜
金
の
午
前
８
時
半

〜
午
後
５
時
15
分
）

④
賃
金
日
額　
　

・�

一
般
事
務
＝
５
、
８
０
０
円

平
成
23
年
度
串
間
市
臨
時
職
員
の

登
録
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

■�

あ
な
た
の
力
を
串
間
市
の
た
め
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

・�

そ
の
他
の
職
種
（
看
護
師
、
保
育

士
、
土
木
作
業
員
な
ど
）
＝
５
、

８
０
０
円
〜
７
、
８
０
０
円

⑤�

休
暇
＝
「
串
間
市
臨
時
職
員
に
関

す
る
要
綱
」
に
よ
る
（
年
間
最
大

10
日
）

⑥�

そ
の
ほ
か
＝
ほ
か
の
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
と
の
兼
職
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
業
務
内
容

　

�

一
般
事
務
（
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
集

計
・
文
書
作
成
、
文
書
の
収
受
・

発
送
作
業
な
ど
）

●
応
募
資
格
な
ど

①�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条

項
に
該
当
す
る
方
は
応
募
不
可
。

②�

パ
ソ
コ
ン
、
表
計
算
ソ
フ
ト
の
操

作
が
で
き
る
方
や
資
格
・
免
許
な

ど
を
取
得
さ
れ
て
い
る
方
を
優
先

し
て
募
集
し
ま
す
。

●
受
付
期
間

　

�

随
時
（
次
年
度
の
４
月
か
ら
の
任

用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
２
月
末

日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
）

●
応
募
方
法

　

�

所
定
の
「
登
録
申
込
書
」
に
自
筆

で
必
要
事
項
を
記
入
し
１
部
を
総

務
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

登
録
申
込
書
は
市
役
所
総
務
課

職
員
係
へ
問
い
合
わ
せ
る
か
、
ま

た
は
串
間
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w
w

w
.city.kushim

a.
lg.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
ほ
か

　

�

登
録
さ
れ
た
方
で
、
住
所
、
氏
名

な
ど
記
載
事
項
に
変
更
の
あ
っ
た

方
、
ほ
か
に
就
職
さ
れ
た
方
、
登

録
の
取
り
消
し
を
希
望
さ
れ
る
方

は
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
〒
８
８

８
︱
８
５
５
５
（
住
所
不
用
）
串

間
市
役
所
総
務
課
職
員
係
☎
内
線

３
１
２

小さな子どもも試合に参加。
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インフルエンザ

なるほど!医療講座
著：串間市民病院 内科医師

中
なか

西
にし

  千
ち

尋
ひろ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
と
言
わ

れ
て
も
冬
は
や
は
り
寒
い
も
の
で
す
よ
ね
。

そ
し
て
毎
年
こ
の
季
節
に
な
る
と
世
間
を

騒
が
せ
る
の
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
。

一
昨
年
は
つ
い
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
発
生
し
世
界
中
に
パ
ニ
ッ
ク
を
引
き
起

こ
し
た
訳
で
す
が
、
新
型
で
な
く
と
も
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
十
分
怖
い
病
気

で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
し
っ
か
り
う
が
い
や

手
洗
い
を
励
行
し
て
、
感
染
の
予
防
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
以
下

「
新
型
」
と
記
載
）
に
つ
い
て
、
簡
単
に

書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
は
Ａ
型
、

Ｂ
型
、
Ｃ
型
の
３
つ
の
型
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
ヒ
ト
に
感
染
し
て
流
行
す
る
の

は
Ａ
型
と
Ｂ
型
で
、
過
去
の
人
類
の
歴
史

に
お
い
て
大
流
行
を
起
こ
し
て
き
た
の
は

Ａ
型
で
す
。
Ａ
型
は
ヒ
ト
だ
け
で
な
く
鳥

や
豚
、
馬
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
を
宿
主

と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
多
数
の
亜
型
も
存

在
す
る
た
め
非
常
に
変
異
を
起
こ
し
や
す

い
の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
ウ
イ
ル
ス
の
亜

型
が
複
雑
に
交
雑
し
て
遺
伝
子
変
異
を
起

こ
し
、
ヒ
ト
に
感
染
す
る
よ
う
に
な
っ
た

も
の
、
そ
れ
が
新
型
と
い
う
訳
で
す
。
新

型
で
あ
る
ゆ
え
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
免
疫

を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
感
染
が

大
規
模
か
つ
急
速
に
広
が
り
や
す
く
、
健

康
被
害
も
起
こ
し
や
す
い
訳
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
事

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
な
ど
世
界
中
で
さ

ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
が
集
め
ら
れ
、
い
く
つ

か
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
北
米
の
ブ
タ
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
が
起
源
で
あ
る
こ
と
。
実
は

当
初
、
新
型
の
流
行
が
起
こ
る
と
し
た
ら

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
５
Ｎ

１
）
が
起
源
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
と
予
測

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
Ｈ
５
Ｎ
１
は
こ

れ
ま
で
鳥
か
ら
ヒ
ト
へ
感
染
し
た
場
合
、

約
60
％
と
高
い
致
死
率
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感
染
は
な

か
っ
た
た
め
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
起
こ
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
が
も
し
ヒ
ト
に
感
染

す
る
新
型
に
な
っ
た
ら
、
単
純
に
考
え
て

も
世
界
の
人
口
の
う
ち
６
割
が
死
亡
す
る

事
に
な
り
ま
す
。
一
昨
年
新
型
が
発
生
し

た
際
、
世
界
中
が
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
た
理

由
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
幸
い
病
原
性
の

低
い
ブ
タ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が

起
源
で
し
た
の
で
大
事
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
…
。

　

新
型
に
関
し
て
、
も
う
一
つ
興
味
深
い

デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
特
に
日
本
に
お
い

て
は
、
新
型
に
よ
る
死
亡
率
が
米
国
や
カ

ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
と
比
較
し
て
非
常

に
低
か
っ
た
（
人
口
10
万
人
に
対
し
て
０
・

15
人
）
と
い
う
デ
ー
タ
が
出
て
い
ま
す
。

一
番
死
亡
率
が
高
か
っ
た
米
国
と
比
較
す

る
と
30
分
の
１
未
満
で
す
。
こ
の
理
由
と

し
て
、
わ
が
国
で
は
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
で
の

治
療
や
感
染
予
防
・
感
染
拡
大
予
防
の
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
早
期
か
ら
適
切

に
と
ら
れ
た
事
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
最
初
に
患
者
が
発
生
し
た
メ

キ
シ
コ
は
貧
困
層
が
多
く
、
病
気
に
か

か
っ
て
も
な
か
な
か
医
療
機
関
を
受
診
で

き
な
い
と
い
う
社
会
背
景
が
あ
り
ま
し
た
。

か
つ
、
自
国
に
は
新
型
か
ど
う
か
を
診
断

で
き
る
機
関
が
な
か
っ
た
た
め
米
国
に
検

査
を
依
頼
し
て
い
た
と
い
う
事
情
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
新
型
の
発
症
か
ら
診

断
確
定
ま
で
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
、
感
染

拡
大
を
早
期
に
食
い
止
め
ら
れ
な
か
っ
た

結
果
、
こ
れ
ら
の
国
で
は
死
亡
率
が
高
く

な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
も
し
、
最

初
の
患
者
が
日
本
で
発
生
し
て
い
た
ら
、

ま
た
違
っ
た
結
果
に
な
っ
て
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

感
染
予
防
・
感
染
拡
大
予
防
の
徹
底
を
！

　

と
は
い
え
、
我
々
日
本
の
国
民
は
基
本

的
に
健
康
に
対
す
る
意
識
が
高
い
と
い
う

事
も
、
死
亡
率
を
低
下
さ
せ
た
大
き
な
理

由
の
一
つ
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
で

し
ょ
う
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
手
洗
い
・
う
が
い

を
励
行
し
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど
、

感
染
予
防
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

も
し
感
染
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
早
め
に

治
療
を
受
け
る
と
同
時
に
、
周
囲
の
人
へ

感
染
を
広
げ
な
い
よ
う
な
気
遣
い
も
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
は
、
今
年
も
良
い
１
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
！

友だちが好き、学校が好き、自分が好き。

　福島小学校６年生が卒業前に行
う「ロマンウォーク」。ＪＲ日南線
油津駅から福島小学校までの約
32 ㎞のウォーキングに挑戦しま
す。友だちと励まし合いながら歩
き、子どもたちは、いたわる心や
あきらめない心、挑戦する心を養
い、歩きぬいた達成感と大切な思
い出を作るのです。
　「ロマンウォーク」は６年生ＰＴ
Ａの方々が実行委員会を結成し開
催。歩行時の安全確保や昼食の準
備などで子どもたちをサポートす
るほか、子どもたちと歩き一緒に
思い出を作ります。今年も１月29
日に開催予定。懸命に歩く子ども
たちに、声援をお願いします。

自分の素晴らしさ、周りの素晴らしさに気付く、自己肯定感を持った児童育成を目指しています。

卒業前の伝統行事

ロマンウォーク

学校へ行こう
■ 福島小学校

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
福
島
小
学
校

（
吉よ

し

鶴づ
る

信の
ぶ

男お

校
長
）。
全
校
児
童
４
５

６
人
、
職
員
30
人
の
小
学
校
で
す
。

　

福
島
小
学
校
で
は
「
友
だ
ち
が
好

き
、
学
校
が
好
き
、
自
分
が
好
き
」

を
基
本
方
針
に
、
児
童
た
ち
の
自
己

肯
定
感
を
育
て
よ
う
と
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
「
授
業
を
大

切
に
し
た
い
」
と
考
え
、
児
童
た
ち

に
じ
っ
く
り
考
え
さ
せ
る
と
と
も
に
、

友
だ
ち
の
意
見
に
も
関
心
を
持
た
せ
、

一
つ
の
答
え
を
み
ん
な
で
考
え
る
、

と
い
う
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
間
の
連
携
も
行
っ
て
い
ま

す
。
月
に
１
回
程
度
、
笠
祇
小
学
校

の
４
年
生
以
上
の
児
童
が
福
島
小
学

校
を
訪
れ
、
一
緒
に
授
業
。
串
間
市

な
ら
で
は
の
セ
レ
ク
ト
算
数
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
鑑
賞
教
室
で
も

有
明
小
学
校
や
金
谷
小
学
校
、
笠
祇

小
学
校
の
児
童
が
参
加
す
る
な
ど
、

他
校
児
童
と
交
流
を
深
め
、
中
一

ギ
ャ
ッ
プ
解
消
の
役
割
も
果
た
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
児
童
た
ち
が
福

島
高
校
を
訪
問
し
高
校
の
先
生
か
ら

体
育
の
授
業
を
受
け
た
り
、
高
校
生

た
ち
が
福
島
小
学
校
で
朝
の
あ
い
さ

つ
活
動
に
参
加
し
た
り
と
小
・
高
連

携
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
に
よ
る
活
動
も
盛

ん
で
す
。
朝
早
く
串
間
市
漁
協
で
せ

り
の
様
子
を
見
学
し
た
り
、
魚
を
調

理
し
た
り
す
る
「
魚
し
ょ
く
」。
６

年
生
が
挑
戦
す
る
「
ロ
マ
ン
ウ
ォ
ー

ク
」。
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率

を
高
め
る
活
動
も
本
年
度
ス
タ
ー
ト
。

携
帯
電
話
メ
ー
ル
で
情
報
連
絡
を
行

う
Ｐ
Ｔ
Ａ
安
心
メ
ー
ル
も
来
年
度
の

導
入
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

昼
休
み
時
間
に
は
児
童
た
ち
と
一

緒
に
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど
を
楽
し
ん

で
い
る
と
い
う
吉
鶴
校
長
。「
自
分

の
素
晴
ら
し
さ
、
周
り
の
素
晴
ら
し

さ
に
気
付
き
、
自
己
肯
定
感
を
持
っ

た
大
人
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
児

童
た
ち
の
成
長
を
願
っ
て
い
ま
す
。

僕の似顔絵です。

①福島高校生と一緒に朝のあいさつ活動。　②魚を教材にふるさとを学ぶ「魚しょく」。　③くしま学でＪＡ大束を見学。　④くしま学で本城干潟の貴さを体験。

① ②
③ ④
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図書館に行こう
[

今
月
の
新
刊]

タ
ソ
ガ
レ
（
沢
村
凛
）
廃
院
の

ミ
カ
エ
ル
（
篠
田
節
子
）
エ

チ
ュ
ー
ド
（
今
野
敏
）
歌
舞
伎
町
セ

ブ
ン
（
誉
田
哲
也
）
追
悼
者
（
折
原

一
）
東
慶
寺
花
だ
よ
り
（
井
上
ひ
さ

し
）
伏
（
桜
庭
一
樹
）
長
い
廊
下
が

あ
る
家
（
有
栖
川
有
栖
）
魁
偉
な

り
（
東
郷
隆
）
奇
縁
ま
ん
だ
ら
（
瀬

戸
内
寂
聴
）
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
（
池
井

戸
潤
）
そ
う
は
い
か
な
い
（
佐
野
洋

子
）
３
３
３
の
テ
ッ
ペ
ン
（
佐
藤
友

哉
）
ど
ん
ぐ
り
姉
妹
（
よ
し
も
と

ば
な
な
）
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
（
藤
野
千

夜
）
ね
む
り
（
村
上
春
樹
）
最
初
の

哲
学
者
（
柳
広
司
）
星
の
あ
ひ
び
き

（
丸
谷
才
一
）
虹
色
の
皿
（
拓
未
司
）

錨
を
上
げ
よ
（
百
田
尚
樹
）
つ
る
か

め
助
産
院
（
小
川
糸
）
死
刑
執
行
命

令
（
坂
本
敏
夫
）
南
海
の
翼
（
天
野

純
希
）
折
れ
た
竜
骨
（
米
沢
穂
信
）

マ
ラ
ソ
ン
２
年
生
（
た
か
ぎ
な
お

こ
）
棄
霊
島
（
内
田
康
夫
）
オ
オ
カ

ミ
グ
ー
の
な
つ
か
し
い
ひ
み
つ
（
き

む
ら
ゆ
う
い
ち
）
ぼ
く
の
図
書
館

カ
ー
ド
（
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ミ
ラ
ー
）
か

わ
う
そ
３
き
ょ
う
だ
い
の
ふ
ゆ
の
あ

さ
（
あ
べ
弘
士
）
ふ
ゆ
ね
こ
（
か
ん
の

ゆ
う
こ
）
あ
か
ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
く

る
（
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ニ
ン
ガ
ム
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
立
図
書 

館
☎
72
ー
１
１
７
７

●��

開
館
＝
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

●��

休
館
日
＝
毎
週
月
曜
日

交流員レポート 第8代国際交流員ジュリアンの日本体験記

This year I will ○○ .

今年、私は○○。

Example：�This year I will lose 
weight.

例：�今年、私はやせます。

This month's expression   

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！　

皆
さ
ん
良
い
年

越
し
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
か
？

　

わ
た
し
は
今
年
の
お
正
月
を
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
過
ご
し
ま
す
。
皆
さ

ん
が
こ
の
記
事
を
読
ん
で
い
る
こ
ろ

は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
夏
を
満
喫

し
て
い
る
真
っ
最
中
で
す
。

　

南
半
球
は
季
節
が
逆
な
の
で
ク
リ

ス
マ
ス
と
お
正
月
の
祝
い
方
が
日
本

と
は
全
然
違
い
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス

は
日
本
の
お
正
月
の
よ
う
に
家
族
で

集
ま
っ
て
祝
い
ま
す
が
、
海
で
泳
ぎ

な
が
ら
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
歌
っ

た
り
、
サ
ン
タ
が
サ
ー
フ
ィ
ン
で
登

場
し
た
り
と
日
本
の
ク
リ
ス
マ
ス
の

風
景
と
は
程
遠
い
も
の
で
す
。

　

お
正
月
は
車
で
旅
行
を
す
る
人
が

多
い
で
す
。
湖
や
ビ
ー
チ
に
面
し
て

い
る
町
は
、
こ
の
時
期
だ
け
人
口
が

爆
発
的
に
増
え
ま
す
。
日
中
は
外
で

お
酒
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
し
た

り
、
泳
い
だ
り
し
な
が
ら
一
年
の
疲

れ
を
と
り
、
夕
方
に
な
る
と
真
夜
中

の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に
む
け
て
パ
ー

テ
ィ
ー
が
始
ま
り
ま
す
。
飲
み
過
ぎ

て
、
目
が
覚
め
た
ら
新
し
い
年
に
な
っ

て
い
た
と
言
う
パ
タ
ー
ン
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
新
し
い

年
を
迎
え
る
と
き
に
１
つ
新
年
の
意

気
込
み
を
自
分
に
言
い
聞
か
せ
ま
す
。

例
え
ば「
タ
バ
コ
を
止
め
る
」と
か「
家

族
と
過
ご
す
時
間
を
増
や
す
」
な
ど

自
分
に
そ
の
年
の
ゴ
ー
ル
を
用
意
し

ま
す
。
日
本
で
は
習
字
で
書
き
ま
す

よ
ね
？　

少
し
違
い
ま
す
が
同
じ
よ

う
な
習
慣
で
す
。

　

話
が
変
わ
る
の
で
す
が
23
歳
に
な

り
ま
し
た
！　

11
月
の
終
わ
り
の
話

な
の
で
す
が
、
串
間
に
来
て
２
回
目

の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。
時
間
の

流
れ
を
確
実
に
感
じ
ま
す
ね
。
今
年

も
串
間
の
人
た
ち
が
温
か
く
祝
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

串間で２度目の誕生会です！

1
月
の
テ
ー
マ
展
示

が　

し
か
し

駄菓子屋さんのダガさんと、歯科医のシ
カシさん。ふたりはなかよく旅に出まし
た。これはきっと楽しい旅になりそうで
す。だが、しかし…？　現代版・弥次喜
多道中。読み聞かせにも使えます。

内田麟太郎文・西村繁男絵／文渓社

だ
ス
テ
リ
☆
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ本格ミステリ作家クラブ編／角川書店

北村薫、小島正樹、芦辺拓、井上雅彦ら
作家23人の書き下ろしミステリ短編のほ
か、有栖川有栖、光原百合、綾辻行人、
法月綸太郎、西澤保彦によるリレーミス
テリを収録。本格ミステリ作家クラブ10
周年記念特別企画。

ミ

悲鳴と怒号。そして決断へ！　畜産市長
の異名を持つ宮崎県西都市の橋田和実市
長が、口蹄疫という見えない敵と向き
合った真実の記録。獣医師や農家の人々
の肉声も収録。今月のテーマ展示では過
去の事件・事故の本を特集します。

畜
産
市
長
の
『
口
蹄
疫
』

１
３
０
日
の
闘
い

◎
年
　
金
　Pension

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で

は
な
く
、
病
気
や
け
が
で
重
い
障
害
が
残
っ

た
と
き
な
ど
も
年
金
の
支
給
が
あ
る
公
的
年

金
制
度
で
、
国
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
す
べ
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入

し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、
年

金
を
受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
学
生
や

自
営
業
者
な
ど
の
第
１
号
被
保
険
者
と
な
る

方
は
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
役
場
で
直
接
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

や
公
務
員
の
第
２
号
被
保
険
者
の
方
、
そ
の

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者
で

あ
る
第
３
号
被
保
険
者
の
方
は
、
勤
務
先
の

事
業
所
が
加
入
手
続
き
を
行
う
の
で
、
個
別

の
手
続
き
は
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
保
険
料
の
納
め
方

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
る
納
付
書
で
、
銀
行
、
郵
便
局
、
農
協
、

漁
協
、
信
用
金
庫
、
労
働
金
庫
、
信
用
組
合
、

ま
た
は
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
で
納
め
ら
れ
る
ほ
か
、
口
座
振
替
で
納

め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
年
度

の
一
定
期
間
の
保
険
料
を
前
も
っ
て
納
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
（
前
納
）。
納
め
る
月
が

早
い
ほ
ど
割
引
額
が
多
く
な
り
お
得
で
す
。

　

保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
、
将
来
年
金
が

受
け
取
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

定
額
保
険
料
に
月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険

料
を
納
付
さ
れ
る
と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年

金
に
加
え
て
付
加
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
保
険
料
の
猶
予
・
免
除

　

学
生
な
ど
、
収
入
が
少
な
い
た
め
に
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
・
免
除

と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
申
請
を
行

な
わ
な
い
ま
ま
、
国
民
年
金
保
険
料
が
未
納

と
な
っ
て
い
る
と
、
障
害
年
金
が
受
け
取
れ

な
い
な
ど
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。「
学
生
納
付
特
例
制
度
」は
、

所
得
が
な
い
学
生
の
方
の
ご
本
人
の
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で

す
。
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
こ
と
や
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
が

い
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

な
ど
を
防
止
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

そ
の
他
に
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、「
保

険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
や
学
生
納
付
特
例

制
度
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
将
来
受
け
取

る
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
未
納

期
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
、
後
で
古
い
順
に
納
付
（
追
納
）

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
追
納
す
る
場
合
、

承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年

度
目
以
降
か
ら
当
時
の
保
険
料
額
に
一
定
の

加
算
額
が
加
わ
り
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
都
城
年
金
事
務
所
☎
０

９
８
６
︱
23
︱
２
５
７
１
、
市
民
生
活
課

市
民
係
☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６

◎
教
　
育
　Education

日
南
農
林
、
日
南
工
業
、
日
南
振
徳
商
業

３
校
の
閉
校
式
典
の
お
知
ら
せ

　

日
南
農
林
高
等
学
校
、
日
南
工
業
高
等
学

校
、
日
南
振
徳
商
業
高
等
学
校
は
、
平
成
23

年
３
月
を
も
っ
て
閉
校
い
た
し
ま
す
。
謹
ん

で
開
校
以
来
の
ご
声
援
、
ご
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
３
校
の
閉
校
式
典
を
開

催
し
ま
す
。
閉
校
式
に
参
加
希
望
の
方
は
各

学
校
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
南
農
林
高
等
学
校

◎
閉
校
式

・�

日
時
＝
平
成
23
年
２
月
26
日
（
土
）
午
後

２
時

・
場
所
＝
日
南
農
林
高
等
学
校
体
育
館

◎
同
窓
会
主
催
懇
談
会

・�

日
時
＝
平
成
23
年
２
月
26
日
（
土
）
午
後

６
時

・
場
所
＝
ホ
テ
ル
シ
ー
ズ
ン
日
南

・
会
費
＝
３
、
０
０
０
円

◎�

申
込
方
法
＝
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
郵

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
事
務
局
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
（
申
込
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

◎�

申
込
先
＝
〒
８
８
９
︱
３
２
０
２ 

日
南

市
南
郷
町
中
村
甲
３
５
２
８
番
２
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
＝http://w

w
w

.
m

iyazaki-c.ed.jp/nichinannorin-h/

日
南
工
業
高
等
学
校

◎
卒
業
式
お
よ
び
閉
校
式

・�

日
時
＝
平
成
23
年
３
月
１
日
（
火
）（
閉

校
式
は
卒
業
式
後
の
午
前
11
時
に
開
催
）

・
場
所
＝
日
南
工
業
高
等
学
校
体
育
館

◎
同
窓
会
主
催
懇
談
会

・�

日
時
＝
平
成
23
年
３
月
６
日
（
土
）
午
後

６
時
半

・
場
所
＝
ホ
テ
ル
シ
ー
ズ
ン
日
南

・
会
費
＝
３
、
０
０
０
円

◎�

申
込
方
法
＝
出
席
希
望
の
会
の
名
称
と
氏

名
、
住
所
、
連
絡
先
、
卒
業
年
、
卒
業
学

科
を
記
入
の
上
、
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
︱
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎�

申
込
先
＝
〒
８
８
９
︱
２
５
３
２
日
南
市

大
字
板
敷
４
１
０
、E-m

ail=nichinan-
kogyo-s@

pref.m
iyazaki.lg.jp

日
南
振
徳
商
業
高
等
学
校

◎
閉
校
式

・�

日
時
＝
平
成
23
年
２
月
27
日
（
日
）
午
後

１
時
半

・
場
所
＝
日
南
振
徳
商
業
高
等
学
校
体
育
館

◎
同
窓
会
主
催
懇
談
会

・�

日
時
＝
平
成
23
年
２
月
27
日
（
日
）
午
後

５
時

・
場
所
＝
ホ
テ
ル
シ
ー
ズ
ン
日
南

・
会
費
＝
３
、
０
０
０
円

◎
申
込
方
法
＝
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※�

申
込
締
切
は
各
学
校
と
も
平
成
23
年
１
月

14
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

◎
各
学
校
の
問
い
合
わ
せ
先

・�

日
南
農
林
高
等
学
校
☎
64
︱
１
１
７
７
Ｆ

Ａ
Ｘ
64
︱
１
９
４
７

・�

日
南
工
業
高
等
学
校
☎
25
︱
１
１
０
７
Ｆ

Ａ
Ｘ
25
︱
１
２
１
４

・�

日
南
振
徳
商
業
高
等
学
校
☎
23
︱
８
８
４

４
Ｆ
Ａ
Ｘ
23
︱
８
８
４
５

H
appy N

ew
 Year!
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◎書類の提出先＝南那珂農林振興局
◎申込締切＝平成23年1月7日（金）
※�詳しい内容についてはお問い合わせ

ください。
◎�問い合わせ先＝宮崎県環境森林部自

然環境課☎０９８５−26−７１５
９、南那珂農林振興局林務課☎０９
８７−23−４３１７、㈳宮崎県猟
友会☎０９８５−24−６６０３

　小型船舶免許（更新、失効）の講習会
を開催します。
◎�日時＝平成23年１月16日（日）午

前12時より受付、午後１時開始
◎場所＝串間市アクティブセンター
◎�必要なもの＝本籍記載の住民票（免

状に住所が記載されていて変更のな
い方は不要）、現免状、認印

◎受講料
・�更新＝９,０００円（写真代、郵送

料込）
・失効＝お問い合わせください。
※�有効期限の１年前から更新できます。

早めに更新されても有効期間は短縮
されません。

　なお、日南市油津の県立高等水産研
修所でも２月４日（金）、３月４日（金）
に定期講習会を行います。
◎�問い合わせ先＝西岡海事事務所
　☎０１２０−76−５５５４（通話料無料）

　現在、市民税の１％（５００万円程
度）を財源とした、平成 23 年度「市民
発！にぎわい創出事業」の予算（案）の
３月議会への提案を予定しています。
そこで事前の要望調査を行います。た
だし、３月議会で補助金の予算案が可
決されなければ事業は実施されないこ
とを踏まえて調査報告をお願いします。
◎要望調査対象事業
・地域活性化に関する事業
・地域の特色を活かした事業
・人と人との交流を促進する事業
※�平成23年度（５月上旬〜３月下

旬）に実施予定の事業とします。
◎補助率および補助金額
　�補助対象経費の一部助成とし、補助

率は補助金交付要綱によるものとし
ます（上限額は１００万円）。

◎�補助対象経費＝事業を行うのに必要
な経費とし、材料費、印刷費、資料
代、通信運搬費、会場使用料、道
具・資材の購入および修繕の経費、
講師や専門家に対する謝礼などを対
象とします。

※人件費は除きます。
◎要望調査対象資格
・�串間市内において活動し、構成人員

が３人以上であること（組織の規約
が整備されていること）。

・�事業の企画立案から実績報告まで自
ら行うことができると認められること。

・市税などの滞納がないこと。
・�宗教・政治的活動を行う団体でない

こと。
・�暴力団体による不当な行為の防止等

に関する法律（平成３年法律第77
号）第２条第２号に規定する暴力団
の構成員が含まれる団体でないこと。

◎補助対象外事業
・他の支援・補助を受けている事業
・�家賃や人件費などの団体運営に要す

る経費などの経常的な活動事業
・政治、宗教、営利を目的とする事業
◎�提出書類＝要望調査報告書（22年

度に事業採択を受けた団体が引き続
き要望する場合には、事業実績報告
書が必要です）

※�様式は串間市のホームページでもダ
ウンロードできます。

◎�要望調査報告締切＝平成23年２月
４日（金）まで

◎�審査および選考＝平成 23 年３月末
予定。提出いただいた書類を審査し、
通過した団体は市民など第三者参加
のもとで企画の発表（プレゼンテー
ション）を行っていただく公開審査
を行います。この発表内容に基づき
審査員が審査を行い、事業の採択・
不採択を決定します。

◎�審査員募集＝にぎわい創出事業の審
査を行う審査員を募集します（無報

お知らせのページに掲載を希望する
かたは、希望する発行日の20日前
までには情報政策係にお送りくださ
い。

お願い

酬）。
　�市民の意見を反映させるため、新た

に６人の審査員を募集します。皆さ
まの積極的な参加をお願いいたしま
す。ただし、要望調査報告団体の構
成メンバーは審査員になることはで
きません。１月末締め切りです。

◎�問い合わせ先＝総合政策課企画統計
係☎内線３３３

◎�日時＝平成23年２月６日（日）午前10
時〜午後４時（３時半まで受け付け）

◎場所＝串間市アクティブセンター
◎�相談内容＝不動産・会社の登記手続、

相続、供託、成年後見、借金の整理
と、訴訟に関することなど

◎�問い合わせ先＝宮崎県司法書士会
〒８８０−０８０３宮崎市旭１−８
−39−１☎０９８５−28−８５３８

　市では木造住宅の地震に対する安全
性の向上を図るために、耐震診断士が
行う耐震診断費用の一部を補助します。
　耐震診断とは、県に登録された木造
住宅耐震診断士が現地調査し、地盤・
基礎、建物の形、壁の配置・割合など
の構造的見地から建物を診断します。
　地震に対する建物の安全性が気に
なっている方、リフォームを検討され
ている方は、建物の現状を知ることが
できますので、ぜひご活用ください。
◎�補助対象＝所有者が串間市在住で、

昭和56年５月31日以前に建築され
た串間市に存する木造住宅（特殊な
工法は除く）

◎�補助額＝通常の診断費用４５,００
０円程度に対し、３分の２を補助。
ただし、３０,０００円が上限。交
付決定後に契約したものに限ります。

◎�募集戸数＝５戸予定（予定戸数にな
り次第締め切り）

◎�問い合わせ先＝都市建設課建築住宅
係☎内線４１４

　　　　　　　　　　

お知らせの
ページ
市役所の代表電話☎0987ー72ー1111

Information

お知らせ

祉事務所長が認定した場合には、障害
者控除または特別障害者控除を受ける
ことができます。
◎�対象者＝市内在住の65歳以上の方

で、次のいずれかに該当する方
・�身体障害者手帳の交付を受けている

方と同等の障がい程度の方
・�療育手帳の交付を受けている方と同

等の障がい程度の方
・�常に就床を要し、複雑な介護を要す

る寝たきりの方
※�認定を受けるには申請が必要となり

ます。身体障害者手帳などをすでに
お持ちの方、本人または扶養者が非
課税で申告する必要の無い方は該当
しません。

◎�認定の申請に必要なもの＝申請書
（福祉事務所にあります）、印鑑

◎�問い合わせ先＝福祉保健課自立支援
係☎72−０３３３（内線５１４）

◎�日時＝平成23年１月５日（水）午
前８時半より

◎場所＝蔵元橋下流河川敷
※�雨天時は串間市勤労者体育施設（串

間市総合運動公園内）
　消防出初式の消防団召集のため、午
前６時半に、15 秒間のサイレンを５
回鳴らしますのでご理解をお願いしま
す。多数の市民の皆さまのご観覧をお
願いします。
◎�問い合わせ先＝串間市消防本部☎

72−０２９７

　平成 22 年度狩猟免許試験（第３回）
が実施されます。今回の狩猟免許試験
はわな猟の狩猟免許試験となります。
※�今回の試験合格者は、平成23年度

猟期からの登録となります。
◎�日時＝平成23年１月30日（日）午

前10時から　
◎場所＝宮崎県庁7号館会議室
◎�受験資格＝宮崎県内に住所を有する

方（鳥獣の保護及び狩猟の適正化に
関する法律第40条の規定に該当す
る方を除きます）

平成22年度串間市成人式
◎�日時＝平成23年１月８日（土）午

前10時半開場、12時開演
◎�問い合わせ先＝教育委員会事務局生

涯いきいき係☎内線３８０
青少年の声を聞く会
◎日時＝平成23年１月16日（日）
◎�問い合わせ先＝教育委員会事務局生

涯いきいき係☎内線３７９
第３回昔懐かしき映画祭
◎日時＝平成23年１月23日（日）
◎上演内容
・�丹下左膳百万両の壺＝午前10時開

場、10時半開演
・�キューポラのある街＝午後１時開場、

１時半開演
◎入場料＝５００円（未就学児無料）
◎�問い合わせ先＝串間市文化会館☎

72−６３３３
越中谷ピアノ教室発表会
◎�日時＝平成23年１月29日（土）午

前９時〜午後５時
◎�問い合わせ先＝串間市文化会館☎

72−６３３３

　文化会館では、平成 23 年３月５日
（土）、６日（日）に開催予定の第４回串
間市民音楽祭の出演者、出展者を募集
しています。
◎�申込締切＝平成23年１月15日まで
◎出店料＝無料
※�出演者、出展者数には限りがありま

す。詳しくはお問い合わせください。

◎�問い合わせ先＝串間市文化会館☎
72−６３３３

　障がい者の社会参加を推進するとと
もに、県民の障がいに対する理解を深
めることを目的に、県障がい者スポー
ツ大会が開催されます。
◎日程＝平成23年５月８日
◎�参加資格＝次のすべての要件を満た

す者
①�平成 23 年４月１日現在で 13 歳以上
②�身体障害者手帳・療育手帳・精神障

害者保健福祉手帳のいずれかを所持
しているか、もしくはその取得の対
象に準ずる障がいのある者

※�精神障がい者の部は団体競技のみと
なる

③宮崎県内に居住している者
◎開催競技

※�障がいの区分により、出場できる競
技が細かく定められているので詳細
についてはお問い合わせください。

◎�申込方法＝各種障害者手帳を所持し
ている方は持参し、福祉保健課自立
支援係窓口にて受け付け

◎申込締切＝平成23年１月21日（金）
◎�問い合わせ先＝福祉保健課自立支援

係☎72−０３３３（内線５１０）

　所得税、地方税上の障害者控除また
は特別障害者控除は、障害者手帳など
の交付を受けている方が対象となっ
ています。しかし、65 歳以上の方で、
身体障がい者などに準ずる者として福

文化会館 1月の行事予定

無料法律相談をご利用ください

平成23年串間市消防出初式

障害者控除対象者のお知らせ

平成 23 年度
「市民発！にぎわい創出事業」
要望調査を実施します

市民音楽祭に参加してみませんか

県障がい者スポーツ大会に
出場してみませんか

狩猟免許試験のお知らせ

小型船舶免許講習会

種　　目
障がい種別

身体 知的 精神

個人

陸上競技 ○ ○
水泳 ○ ○
卓球 ○ ○
アーチェリー ○
フライングディスク ○ ○
ボウリング ○

団体
バレーボール ○
ミニバレーボール ○
グラウンドゴルフ ○

木造住宅耐震診断希望者募集
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このページは読者の皆さんからの
声にふれあう場です。

いろいろな声をお寄せください。

読者のページ
郵便くしまにあ
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◎�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、医療講座に関する質問、
串間市への思い、あなたの身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

➡点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）
おたより待ってます

あ
り
が
と
う
、
よ
ろ
し
く
ね

●
Ｓ
・
Ｎ
さ
ん

　

長
年
都
会
で
生
活
し
て
い
た
わ
た

し
た
ち
が
、
主
人
が
生
ま
れ
た
串
間

に
帰
り
２
年
。
帰
っ
て
び
っ
く
り
。

物
価
高
と
交
通
の
不
便
さ
で
、
何
が

ど
こ
に
行
け
ば
買
え
る
の
か
？　

話

を
す
る
人
も
い
な
い
し
、
串
間
に

帰
っ
て
き
た
こ
と
を
後
悔
し
、
嫌
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
家
と
買
い
物
に

行
く
だ
け
の
生
活
で
し
た
。

　

で
も
、
少
し
ず
つ
何
が
ど
こ
に
行

け
ば
手
に
入
る
か
、
少
し
ず
つ
地
名

や
道
も
覚
え
、
友
だ
ち
も
一
人
で
き
、

２
人
で
き
、
少
し
ず
つ
で
す
け
ど
串

間
の
生
活
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

　

一
番
良
か
っ
た
こ
と
は
串
間
の
人

の
心
の
広
い
優
し
い
人
の
多
い
こ
と
。

初
め
て
会
っ
た
人
で
も
、
何
度
か
会

う
と
話
も
で
き
、
気
さ
く
に
あ
い
さ

つ
を
し
、
話
し
か
け
て
く
れ
、
家
に

遊
び
に
お
い
で
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

都
会
で
は
こ
う
い
う
こ
と
は
あ
ま
り

な
く
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

と
て
も
う
れ
し
く
心
の
優
し
い
人

に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
昔

か
ら
伝
わ
る
食
べ
物
の
作
り
方
を

習
っ
た
り
、
季
節
ご
と
に
と
れ
る
山

菜
を
採
り
に
行
っ
た
り
。
不
便
な
こ

と
も
あ
る
け
ど
、
自
然
の
多
い
こ
と

と
人
の
優
し
い
串
間
で
、
主
人
と
一

緒
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ

と
教
え
て
く
だ
さ
い
ね
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

Ｓ
・
Ｎ
さ
ん
お
便
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
串
間
の
生
活
に
慣
れ

る
ま
で
ご
苦
労
さ
れ
た
ん
で
す
ね
。

ず
っ
と
串
間
に
住
ん
で
い
る
自
分
に

と
っ
て
は
、
こ
れ
が
当
た
り
前
の
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
決
し
て

そ
う
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

認
識
し
ま
し
た
。
で
す
が
、
串
間
の

生
活
に
も
慣
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
。

こ
れ
か
ら
も
少
し
ず
つ
串
間
の
い
い

と
こ
ろ
を
発
見
し
て
、
串
間
の
生
活

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

串
間
の
未
来
は
明
る
い

●
リ
ー
ス
っ
子
さ
ん

　

先
日
、
友
人
の
お
見
舞
い
で
串
間

市
民
病
院
に
行
き
ま
し
た
。
玄
関
に

入
る
と
見
事
な
菊
が
数
鉢
置
か
れ
て

い
ま
し
た
。
花
好
き
な
わ
た
し
は
一
緒

に
来
た
友
人
と
し
ば
ら
く
見
と
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
形
を
作
る

の
に
ど
れ
だ
け
の
手
間
が
か
か
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
少
し
で
も
患
者
さ

ん
た
ち
の
心
を
い
や
す
こ
と
が
で
き

た
ら
と
願
わ
れ
て
、
愛
情
を
こ
め
て

お
作
り
に
な
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
う
と
、目
頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ロ
ビ
ー
の
掲
示
板
を
拝

見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
市
民
病
院
で
誕
生
さ
れ
た
お
子
さ

ま
方
が
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
と
一

緒
に
写
っ
て
い
る
写
真
で
し
た
。
ど

の
お
子
さ
ま
も
か
わ
い
く
て
、
お
母

さ
ん
た
ち
も
も
の
す
ご
く
い
い
表
情

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
も
思

わ
ず
笑
顔
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
と
て
も
い
い
企
画
だ
と

わ
た
し
は
思
い
ま
す
。
大
げ
さ
な
言

い
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
う
い

う
の
が
縁
と
な
っ
て
人
さ
ま
と
の
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
そ
う
な
気
が
し
ま

す
。
わ
た
し
は
た
く
さ
ん
の
温
か
い

親
子
の
写
真
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
串
間
の
未
来
に
明
る
い
希
望
を

持
ち
ま
し
た
。
わ
た
し
以
外
に
も
希

望
を
感
じ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

リ
ー
ス
っ
子
さ
ん
か
ら
の
お
便
り

に
市
民
病
院
か
ら
の
お
返
事
で
す
。

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

菊
は
、
大
束
地
区
・
園
田
の
加
藤
則

芳
さ
ん
が
患
者
さ
ん
の
い
や
し
に
な

れ
ば
と
置
い
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
で

す
。
見
事
な
作
品
で
す
よ
ね
。
ま
た
、

市
民
病
院
で
は
、
玄
関
横
の
一
角
を

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
無
料
で
開
放
し

て
い
ま
す
。
押
し
花
や
手
芸
サ
ー
ク

ル
の
方
々
の
作
品
も
展
示
し
て
お
り
、

患
者
さ
ん
に
も
好
評
で
す
。
サ
ー
ク

ル
な
ど
で
作
品
展
を
希
望
さ
れ
て
い

る
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

市
民
病
院
で
お
産
さ
れ
る
方
が

年
々
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
も
祝
福
頂
き
た
く
、
毎

年
秋
に
赤
ち
ゃ
ん
親
子
の
写
真
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
喜
ん
で
も
ら
え
て

本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
時
の

で
き
ご
と

●
タ
ン
ポ
ポ
さ
ん

　

今
年
も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
を
予
約
し
て
病
院
へ
行
く
。

受
け
付
け
し
て
問
診
票
を
書
き
込

み
、
保
険
証
と
健
康
手
帳
、
そ
し
て

非
課
税
証
明
書
を
そ
ろ
え
て
受
付
へ

出
し
、
順
番
を
待
つ
。
注
射
が
済
み

予
防
接
種
済
証
と
料
金
請
求
書
を
渡

さ
れ
た
の
で
「
あ
れ
、
わ
た
し
は
非

課
税
証
明
書
を
出
し
た
の
で
料
金
は

い
ら
な
い
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
ら

「
も
ら
う
、
も
ら
わ
ず
に
か
か
わ
ら

ず
、
会
計
が
決
め
る
の
で
会
計
へ
出

し
て
く
だ
さ
い
」と
言
わ
れ
、ち
ょ
っ

と
お
か
し
い
と
思
っ
た
け
ど
会
計
へ
。

思
っ
た
と
お
り
「
１
、２
０
０
円
で

す
」
と
言
わ
れ
、
理
由
を
話
す
と

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
」
受

付
に
行
か
れ
「
あ
り
ま
し
た
。
ご
め

ん
な
さ
い
」
と
。
何
で
会
計
さ
ん
が

謝
る
の
？

　

な
ぜ
か
す
っ
き
り
し
ま
せ
ん
で
し

た
ね
。

　

タ
ン
ポ
ポ
さ
ん
の
お
便
り
に
、
市

民
病
院
か
ら
の
お
返
事
で
す
。

　

こ
の
た
び
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
受
診
者
の
方
に
不
愉
快
な

思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
て
大
変

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

予
防
接
種
の
終
わ
っ
た
方
に
は
、

接
種
済
み
の
証
明
書
と
お
支
払
い
用

の
納
付
書
を
お
渡
し
し
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
際
、
料
金
が
無
料
に
な
る

助
成
券
を
提
出
さ
れ
た
方
に
は
納
付

書
に
「
支
払
不
要
」
と
朱
書
き
し
て

お
り
ま
す
。
今
回
は
「
支
払
不
要
」

の
記
載
が
も
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、

さ
ら
に
は
受
診
者
の
話
を
よ
く
確
認

し
な
い
で
会
計
に
回
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
原
因
で
、
こ
の
よ
う
な
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

串
間
市
民
病
院
で
は
こ
の
こ
と
を

反
省
し
、
予
防
接
種
に
関
す
る
手
順

を
再
確
認
し
、
受
診
者
の
方
に
ご
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
同

努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。

駅
の
バ
ナ
ナ
の
木

●
堀
力
さ
ん

　

こ
ん
に
ち
は
。
11
月
３
日
の
秋
祭

り
の
日
に
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
駅

周
辺
を
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
い
て
気
付
い

た
こ
と
が
。
駅
の
駅
と
踏
切
の
間
に

バ
ナ
ナ
の
木
が
あ
り
バ
ナ
ナ
が
な
っ

て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
手
を
加
え

れ
ば
黄
色
く
色
づ
い
た
バ
ナ
ナ
が
駅

か
ら
見
ら
れ
て
、
汽
車
の
中
か
ら

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

だ
れ
の
所
有
地
か
分
か
り
ま
せ
ん
が

観
光
の
目
玉
の
一
つ
に
で
も
な
れ
ば

と
思
い
連
絡
し
て
み
ま
し
た
。
小
さ

な
よ
か
所
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

堀
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
に
商
工
観

い
な
ぁ
〜
、
楽
し
そ
う
だ
な
ぁ
〜
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
な
か
な
か
勇
気

が
な
く
参
加
で
き
ま
せ
ん
。
一
度

行
っ
て
み
た
い
で
す
。

　

し
ん
マ
マ
さ
ん
、
お
便
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次
回
は
ぜ
ひ
、

串
間
の
よ
か
む
ん
を
だ
れ
か
に
送
っ

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
！

　

英
会
話
教
室
に
つ
い
て
国
際
交
流

員
の
ジ
ュ
リ
ア
ン
が
お
答
え
し
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
、
し
ん
マ
マ
さ
ん
。

英
会
話
教
室
は
火
曜
日
の
夜
と
水
曜

日
の
午
前
中
に
行
っ
て
い
ま
す
。
火

曜
日
は
午
後
６
時
半
か
ら
７
時
半
ま

で
初
級
コ
ー
ス
。
７
時
40
分
か
ら
８

時
40
分
ま
で
上
級
コ
ー
ス
を
。
水
曜

日
は
午
前
10
時
か
ら
11
時
ま
で
初
級

コ
ー
ス
を
、
11
時
10
分
か
ら
正
午
ま

で
は
「
ワ
ー
ル
ド
ア
ワ
ー
」
と
題
し

て
、
海
外
の
時
事
問
題
を
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
教
室
も
中
央

公
民
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
初
級

コ
ー
ス
に
は
小
学
生
も
在
籍
し
て
お

り
、
日
本
語
を
交
え
な
が
ら
楽
し
く

英
語
を
学
ん
で
い
ま
す
。
上
級
コ
ー

ス
は
な
る
べ
く
日
本
語
を
使
わ
な
い

で
英
語
を
学
び
ま
す
。
い
つ
で
も
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
小
学
校
低

学
年
以
下
の
方
は
保
護
者
同
伴
で
お

願
い
し
ま
す
。

　

わ
た
し
は
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
串

間
市
民
の
方
と
交
流
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
一
度
教
室
に
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
大
歓
迎
で
す
。

光
係
か
ら
の
お
返
事
で
す
。

　

堀
様
、
こ
の
度
は
お
便
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

バ
ナ
ナ
が
植
え
て
あ
る
敷
地
は
Ｊ

Ｒ
が
所
有
・
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

冬
に
は
寒
さ
で
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
、
刈
込
ま
れ
、
ま
た
春
に
新
芽

が
出
て
実
を
つ
け
る
よ
う
で
す
。
ず

い
ぶ
ん
以
前
か
ら
南
国
の
風
情
を
漂

わ
せ
る
名
物
と
し
て
観
光
客
を
は
じ

め
市
民
の
方
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
た
だ
、
線
路
の
敷
地
内

で
あ
る
た
め
、
立
ち
入
る
こ
と
は
制

限
さ
れ
て
お
り
、
駅
の
ホ
ー
ム
や
列

車
の
車
窓
か
ら
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
今
後
も
南
国
ム
ー
ド

を
漂
わ
せ
て
く
れ
る
大
事
な
観
光
資

源
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
と
連
携
し
な
が
ら

景
観
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

英
会
話
教
室
に
行
っ
て
み
た
い

●
し
ん
マ
マ
さ
ん

　

こ
ん
に
ち
は
。
串
間
の
よ
か
も
ん

の
特
集
よ
か
っ
た
で
す
。
毎
年
こ
の

特
集
を
見
る
と
だ
れ
か
に
贈
ろ
う
か

な
、
と
思
い
ま
す
。
見
て
い
る
だ
け

で
も
ウ
キ
ウ
キ
。
逆
に
だ
れ
か
送
っ

て
く
れ
な
い
か
な
？

　

ジ
ュ
リ
ア
ン
さ
ん
の
交
流
員
レ

ポ
ー
ト
も
好
き
で
す
。
英
会
話
教

室
っ
て
ど
こ
で
い
つ
や
っ
て
い
る
ん

で
す
か
？　

子
ど
も
も
行
っ
て
Ｏ
Ｋ

で
す
か
？　

い
つ
も
記
事
を
見
て
い

わたくしたちは、
1. �豊かな自然を大切にし、これをいか

しましょう。
1. �お互いを信じ、心をあわせ、平和で明

るいまちをつくりましょう。
1. �健康で働くことに誇りをもち、豊かな

住みよいまちをつくりましょう。
1. �だれにも親切にし老人をいたわり、こ

どもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

（平成22年12月１日現在）

◎市の木／そてつ ◎市の花／かんな
◎市の鳥／めじろ ◎市の花木／山桜
◎人口  20,338人（前月比 −14）

男 9,313人 女 11,025人
世帯数 8,769世帯

市民
憲章
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串
間
に
住
み
着
い
て
は
や
18
年
に
な
り
、
串
間
の
現
状

が
見
え
て
き
た
よ
う
で
す
。

　

１
番
感
心
し
た
の
は
、
朝
の
散
歩
の
と
き
小
学
生
が
元
気

良
く
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
こ
と
。
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
大
人
も
見
習
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

元
気
な
子
ど
も
た
ち
を
事
故
や
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
に
、

平
成
16
年
12
月
21
日
に
「
有
明
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」

を
結
成
し
ま
し
た
。

⑴�

学
校
の
登
下
校
・
あ
い
さ
つ
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、
子

ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
が
見
守
ら
れ

て
い
る
安
心
感
の
持
て
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

⑵
通
学
路
に
異
常
は
な
い
か
。

⑶
公
園
な
ど
の
遊
び
場
に
異
常
は
な
い
か
。

⑷
不
良
少
年
の
た
ま
り
場
は
な
い
か
。

⑸�

廃
屋
や
空
き
地
な
ど
の
異
常
は
な
い
か
。

以
上
の
こ
と
に
気
を
配
り
な
が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
青
色
回
転
灯
装
着
車
に
よ
る
、
補
導
・
防
犯
巡
回

運
動
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
12
月
に
法
改
正
が
あ
り
、
県
警
の
許
可
を
受
け

て
青
色
回
転
灯
装
着
車
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
串
間
市
で
は
平
成
18
年
５
月
１
日
に
12
台
で
発
足
し

ま
し
た
。

　

有
明
地
区
は
１
台
配
置
さ
れ
、
校
区
内
の
巡
回
を
実
施
し

ま
し
た
。
現
在
は
鹿
谷
の
木
島
さ
ん
の
青
色
回
転
装
置
車
や

高
松
駐
在
所
、
福
島
交
番
、
市
防
犯
協
会
な
ど
と
連
携
し
て
、

有
明
校
区
、
福
島
校
区
な
ど
の
巡
回
・
補
導
を
し
て
い
ま
す
。

　

巡
回
を
通
じ
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
触
れ
あ
う
機
会
が
増

え
ま
し
た
。
以
前
、
買
い
物
を
し
て
い
る
と
き
に
、
巡
回
中

に
知
り
合
っ
た
小
学
生
と
出
会
い
、
お
母
さ
ん
に
「
い
つ
も

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
く
れ
る
人
だ
よ
」
と
紹
介
し
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

12
月
４
日
、
有
明
小
学
校
で
学
習
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
発
表
会

が
あ
り
ま
し
た
。
各
学
年
の
発
表
は
、
元
気
よ
く
立
派
な
発

表
で
感
激
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
支
援
地
域
本
部
事

業
の
紹
介
が
あ
り
、
中
部
教
育
事
務
所
社
会
教
育
主
事
の
坂

元
聡
先
生
の
講
評
で
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

地
域
住
民
な
ど
の
協
力
が
良
く
で
き
て
い
る
。
今
後
も
い
っ

そ
う
の
協
力
が
必
要
な
ど
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

犯
罪
は
昼
・
夜
関
係
な
く
24
時
間
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
や
声
か
け
な
ど
、
簡
単
な
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
す
る
こ
と
で
負
担
は

減
少
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、情
報
交
換
を
す
る
こ
と
で
危
険
な
場
所
の
改
善
や
、

子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
へ
の
注
意
喚
起
な
ど
犯
罪
の
起
こ
り

に
く
い
町
づ
く
り
に
役
立
ち
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
実
行
し
た
い

も
の
で
す
。

　

気
長
に
続
け
れ
ば
、
防
犯
の
輪
が
広
が
り
、
犯
罪
の
発
生

が
減
少
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
巡
回
活
動
を
続
け
て
い
る

と
、
初
め
は
興
味
が
な
か
っ
た
人
が
、
だ
ん
だ
ん
と
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
声
を
か
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
や
は
り
、
実
践
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
自
分
た
ち
の
住
む
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
っ
た
、

そ
こ
に
住
ん
で
い
る
地
域
住
民
の
方
々
に
よ
る
自
主
活
動
が

大
事
で
す
。

も
り
ぞ
の
ま
さ
よ
し
（
82
歳
）
／
１
９
３
０
年
10
月
鹿
児
島
県
伊

佐
郡
西
太
良
村
生
ま
れ
。
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
後
、
国
有
鉄
道

に
勤
務
。
１
９
８
１
年
退
職
。
志
布
志
町
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な

が
ら
民
生
委
員
を
27
年
、
行
政
連
絡
員
を
22
年
、
ほ
か
５
つ
の
役

員
を
経
験
し
た
。
串
間
市
で
は
区
長
を
６
年
勤
め
、
現
在
は
交
通

安
全
協
会
今
町
地
区
役
員
な
ど
５
つ
の
役
員
を
務
め
て
い
る
。

Profile

随
想
◎
森
園 

政
義▲警察、地域と共同で安心パトロールを毎年行っています。

POST CARD

5558888
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

P R E S E N T S

串間市役所総合政策課
情報政策係　行

串間温泉いこいの里
〒888-0008 串間市大字本城987　TEL 0987-75-2000　FAX 0987-75-2280
■営業時間：午前10時〜午後10時　■定休日：毎月第３水曜日

（No.878/2011.1）

読者
プレゼント

◎抽選で 10 名様にプレゼント致します。

串間温泉いこいの里  お食事券　

お便りをくださった方から抽選
で、「釜めし」と「豆乳鍋」セッ
トのお食事券を10名様にプレゼ
ント。
応募締切は1月31日（月）当日消印有効
です。

「全国うまいもの鍋まつり」のお知らせ
　宮崎の鶏

しゃん

鍋や熊本のキジ鍋、京風すき焼き、豆乳鍋、大阪
のうどんすき、秋田のきりたんぽ鍋と６種類の鍋をそろえま
した。あったか鍋で、ちょっとぜいたくな新年会はいかがで
すか？
◎期間＝平成23年１月31日まで

風呂の日イベント開催
今月の風呂の日は16日（日）です。
　毎月第３日曜は風呂の日として、ハズレくじなしの抽選会、レ
ストランお一人様100円引きなどのイベントを開催します。

イ ベ ン ト の お 知 ら せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
思
う

写真 : 京風すき焼き

謹んで新年のおよろびを申し上げます。
たとえ “また一つ” 年をとることになっ

ても、去年よりいい年であることを願って、
拝んで、念じて…。うさぎ年にちなんでやる
こと、為すこと、ホップ・ステップ・ジャン
プ！　成果が実る年でありますように（ト）

F R O M  E D I T O R ' S

ふたご座流星群を観察した。流れ星に願
い事をするとかなうという。ひたすら夜

空を見上げること数分。首が痛くなり「あ〜、
首いって〜」と首をグリグリまわしている間に
流れ星がピュ〜…。流れ星さんも、そうやす
やすと願いをかなえてはくれないらしい（カ）

冬 の寒さがますます厳しくなり、調子を
落としかけているところ。このような

時は体を温めるのが一番ということで、最近
はお風呂にゆっくり入ることを心がけていま
す。お風呂といえば、いこいの里の温泉。温
泉で体のしんまで温まるのも良いですね（ナ）

新春企画「股旅舞踊演芸」開催
　南九州の各地で大好評の天竜座が、いこいの里にやってき
ます。
◎日時＝平成23年１月10日（月） 午後１時開演
◎入場料（温泉入浴付）
　・前売り券＝１,８００円
　・当 日 券＝２,３００円
※詳細はお問い合わせください。

１月の営業案内
・１月１日（土）〜３日（月）は午前８時から営業
・１月の休館日＝１月19日（水）
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串間保育園のキク組（年長クラス）の園児のみなさんが 11 月
19 日に串間市役所を訪問。野辺修光市長に花束や似顔絵な
どのプレゼントを贈りました。少々緊張気味に市長室に入っ
た園児たちですが、「お仕事ご苦労さまです。これからも頑
張ってください」と元気いっぱいに野辺市長にあいさつ。そ
れに対し「皆さんも園長先生たちの言うことを聞いて、元気
に頑張ってください」と、野辺市長が答えました。園児の皆
さん、寒さに負けず元気に保育園生活を楽しんでくださいね。

今月のワンショットスマイル

串間保育園キク組のみなさん 


